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他自治体の先進事例

＜ゾーニング例＞城山公園（愛媛県大洲市）

図 城山公園の植栽整備方針のゾーニング図

ゾーン名 整備方針

歴史的
環境整備
ゾーン

・復元した天守を中心としたゾーンで、そのほとん
どが県史跡範囲に含まれていることから、大洲城
が主に活躍した近世当時の雰囲気を感じること
のできる植栽整備・管理を行う。

自然環境
保全
ゾーン

・肱川に面した場所で、園内の中では比較的緑
の多いゾーンである。大洲城の絵図でも多くの樹
木が確認でき、ゾーンのほとんどは県史跡範囲に
含まれていることから、現況の植生を保全するこ
とを基本とし、植栽にあたっては、この地域の気候
風土に適合した在来種を用いる。

郷土学習・
花木鑑賞
ゾーン

・大洲城や郷土のことを学べる空間を創出すると
ともに、花木を植栽し、その広い空間特性を活か
して地域のイベントの開催、花木観賞ができる
場として整備する。

交流と憩いの
創出ゾーン

市民が、日頃の憩いの場、交流の場として利用
できるよう、広場や植栽の整備を行う。 出典：大洲市「城山公園植栽整備計画」

①ゾーニング図の作成（自然環境の保全と公園利用者の安全とのバランスの考え方）
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②実際に樹木管理を行う際の合意形成のルール整理

・樹木管理を行う際の合意形成のルールについて整理を行う。

＜合意形成例＞浜松城公園（静岡県浜松市）

・検討会を立ち上げ、学識経験者や地元有識者、地元自治会代表等からの意見を取り入れながら、平成22年度に
「浜松城公園歴史ゾーン整備基本計画」を策定し、樹木伐採のあり方を定めるも、市民への現在の浜松城の姿の周
知と事業について理解を得るため、樹木剪定・伐採について現地説明会を開催。

「浜松城公園歴史ゾーン整備基本計画」での景観整備計画（一部抜粋）

下記の優先順位の高い順に段階的に整備を実施する。
ア 樹根が遺構に悪影響を及ぼしていると思われる既存植生は、順次伐採する。
イ 眺望点等から眺望を阻害している既存植生は、伐採や移植を実施する。
ウ 石垣を覆う枝葉から落ちる雨水が、石垣に悪影響を及ぼしていると思われる
樹木については、剪定などの適切な樹木管理を検討する。

樹木伐採前 伐採後のイメージ

浜松城公園歴史ゾーン整備検討会（学識経験者、地元有識者、地元自治会代表等）

案の検討、意見

策定後 住民への理解促進

住民説明会の開催

・住民説明会の開催をHPにて周知。
・樹木の剪定や伐採について、現地で実際に木の状況や天守への眺望を
確認しながら、その目的や詳細を説明。

策定前

２出典：浜松市HP



③公園管理に関する情報発信のあり方
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・工事着手段階において、県民や公園利用者に向けた現地説明会や看板設置、HP周知等、情報発信のあり方
を整理する。

小田原城址公園 ・現地説明会の開催及び伐採する樹木についてHPで掲載している事例

日時 8月26日（土）10:00～11:00

場所 小田原城御用米曲輪

出席者 学識経験者（造園・樹木）
市文化部職員

参加人数 約40名

内容 市職員より植栽管理の経緯や方針の説明
樹木医より伐採対象樹木の説明

図 クスノキ伐採後に想定される景観
出典：200826御用米曲輪植栽管理説明会配布資料

出典：小田原市HP

本数と伐採時期

目的

前回の伐採から現在の様子

図 HP掲載ページ
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